
18 1st 11
14 2nd 20

22 3rd 19

25 4th 17

－

No. 出場 得点 3P 2P FT Ｆ No. 出場 得点 3P 2P FT F

4 × 32 0 14 4 4 4 × 11 0 3 5 4

5 DNP 0 0 0 0 0 5 / 8 0 4 0 2

6 / 0 0 0 0 0 6 DNP 0 0 0 0 0

7 × 20 4 4 0 0 7 × 17 0 8 1 4

8 / 0 0 0 0 1 8 × 14 3 2 1 1

9 / 2 0 1 0 1 9 × 14 4 1 0 3

10 × 2 0 1 0 2 10 / 3 1 0 0 2

11 × 0 0 0 0 0 11 × 0 0 0 0 1

12 × 4 0 2 0 1 12 / 0 0 0 0 0

13 / 0 0 0 0 0 13 DNP 0 0 0 0 0

14 DNP 0 0 0 0 0 14 DNP 0 0 0 0 0

15 / 19 0 9 1 2 15 DNP 0 0 0 0 0

16 DNP 0 0 0 0 0 16 DNP 0 0 0 0 0

17 / 0 0 0 0 2 17 DNP 0 0 0 0 0

18 DNP 0 0 0 0 0 18 DNP 0 0 0 0 0

79 4 31 5 13 67 8 18 7 17

×…スターター　/…出場　DNP...未出場　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル

BOXスコア
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実践学園 開誠館 

関東ブロック代表実践学園と、東海ブロック代表浜松開誠館の対戦は、両チームともマンツーマン Def でスタートした。実践学園の＃１５がゴ

ール下シュートで先制すると、すぐさま開誠館＃７が、ゴール下シュートで反撃する。開誠館は、オールコート２－２－１のプレス Def をしかけ

るが、実践学園は＃１５、＃４の長身を生かしたインサイドのプレーで得点を重ね、１８－１１で１Q 終了。２Q は、開始早々実践学園が、＃１

２のミドルシュートで得点。開誠館は＃５の２本のミドルシュートで追随する。残り２分、＃９の３P シュートから、開誠館は試合の流れをつか

み始め、＃８の速攻や、終了間際の＃９の３P で３２－３１まで迫り、２Q 終了。 

３Q、立ち上がり、実践学園＃４はリバウンドボールを押し込み先制。それに対し、開誠館は、＃９と＃８の連続３P で逆転。実践学園が＃４の

フリースローとゴール下でのシュートを決めると、開誠館の＃８が３P を決める、一進一退の攻防が続く。実践学園＃７の連続得点から試合が動

き始める。開誠館はタイムアウトを取り、ゾーン Def からマンツーマン Def に切り換えるが、５４－５０実践学園リードで３Q 終了。４点を追う、

開誠館＃９の速攻による得点から始まった４Q。＃４のミドルシュートや＃７のゴール下でのシュートで実践学園に１点差まで迫るが、実践学園は

＃４のジャンプシュート、＃７の３P やバックシュートなどで得点を重ね、７７－６５で実践学園が勝利した。実践学園のインサイドプレーと、

開誠館の積極的な Def の良さが際立った試合であった。 


